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第 5 章では，不純物元素Pおよび硫黄 (S) の影響について検討し， P は粒界割れを促進して割れ感
受性を増加させること，一方， S はほとんど影響がないことを明らかにしている。また P の影響は粒界
偏析によることをAES分析から明らかにしている。さらにセリウム (Ce) 添加が P による粒界脆化
を抑制するのに効果があることを示している。
第 6 章では，溶接熱サイクル中の P の粒界偏析挙動について粒界液化による濃化とその後の冷却中に
おける平衡偏析の概念から理論的検討を行っている O すなわち，粒界液化により P の粒界濃度がかなり






















(5) 不純物元素P の影響について， P は粒界に偏析することによって粒界割れを促進して割れ感受性を
増加させることを明らかにしている。また， Ce は P の悪影響を抑制する効果を有していることを示し
ている。
(6) P の粒界偏析の測定結果および破断応力の傾向について，粒界液化による濃度と平衡偏析の概念に
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基づいて理論的に計算することによって溶接熱サイクル時における P の粒界偏析挙動についての基本的
な考え方を提案している。そしてまたこの計算結果が実際の粒界偏析の測定結果をよく説明することを
示し，さらにこれにより割れ防止に対する有益な指針を与えている。
以上のように，本論文は中，高炭素低合金鋼の溶接時における焼割れ的低温割れ現象およびその防止
法に対して，治金学的な観点から多くの新しい知見を得ることによって今後の溶接技術の進歩に対して
有用な基礎試料を与えたものであり，その成果は溶接工学ならびに工業上寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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